
県民総ぐるみで飲酒運転根絶！
「飲酒運転をしない　させない　許さない」　

県警察本部 交通企画課　電話：098-862-0110（代表）問い合わせ 

国民健康保険課  電話：098-866-2304　FAX：098-866-2326問い合わせ 

　「健康でいたい。でも、何をすれば良いのかわからない。」「健康管理は大変そ
う。続けられない。」という沖縄県民に向けた、スマホアプリ。それが、「オーロラ 
－ちょっとした健康づくり－」（以下「オーロラ」という。）です。
　オーロラは、簡単に続けられるに特化した健康アプリです。食事・飲酒・睡眠の
気になる生活習慣を、自分の感覚で選択肢から選ぶだけでOK。登録内容はグラ
フや色付けされたカレンダーで表示されるため、簡単に振り返りができます。
　自分の生活を知る事が健康への第一歩です。オーロラでちょっとした健康づく
りを始めませんか？
　オーロラは、歩数ランキングの表示、体重・血圧の記録、市町村等からのお知ら
せ受信※1等、他にも様々な機能があります。自分にあった使い方で、ちょっとし
た健康づくりを体感してみてください。空に広がるオーロラの様に利用者毎に
様々な色・形・光で沖縄県民の健康づくりをサポートします。
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生活面での代償
・事故による多額の賠償
・免許取消しによる職を失う可能性
・運転免許の再取得のための費用は、約35万円

・最大で5年以下の懲役又は100万円以下の罰金
・飲酒運転で死亡事故を起こした
  場合は最長懲役20年

※1：一部の機能は沖縄県市町村国民健康保険の加入者限定となっています。

スマホアプリで
ちょっとした健康づくり
スマホアプリで
ちょっとした健康づくり

ダウンロードページ

飲酒運転の根絶に向けて
  沖縄県では、飲酒絡みの人身事故の割合が平成2年以降
27年連続で全国ワーストという不名誉な記録があり、現
在まで大きく改善されず依然として厳しい状況が続いて
います。
　本年9月末現在での飲酒絡みの人身事故は、32件発生
し、前年同期と比べて２件減少していますが、その構成率
は全国平均の約1.69倍で全国ワースト３になっているな
ど、極めて憂慮すべき状況になっています。
　また、飲酒運転の検挙件数は、本年９月末現在で、675
件と全国で４番目に多く、さらに人口千人当たりの検挙件
数は、全国平均の約4.2倍
と最も高い数値になってい
るなど、未だ県民の飲酒運
転の根絶に対する意識は、
十分でないと言わざるを得
ない状況が続いています。

　県民一人一人が日頃から飲酒運転の危険性や事故に伴
う代償を、自らの問題として受け止め、大切な家族や友人
などを飲酒運転による悲惨な事故の被害者や加害者にさ
せないよう、適正飲酒を心掛け、家族、同僚、仲間同士で声
かけを行うなど、飲酒運転根絶運動を推進しましょう。

飲酒運転のない安全で
安心な美ら島・沖縄県の
実現に向けて引き続き
ご理解とご協力を
お願いします。

子ども未来政策課　電話：098-866-2100  　FAX：098-869-5146問い合わせ 

県では、大学や短大、専門学校等に進学意欲はあるものの、経済的な理由から学習塾へ通うことが
できない高校生のために、沖縄本島と宮古島市に計10箇所の設置型無料塾を開設しています。
授業料、教材費、模擬試験など通塾費用は全て無料です。（※交通費は自己負担となります。）
　設置している教室の空き状況に応じて随時受付していますので、対象要件や通いやすい教室を
確認し、各地区の申込先にお問い合わせください。

　県では、小中学生を対象とした設置型無料塾を、沖縄本島18市町村に23教室設置しています。
　支援の対象は、教室を設置している町村にお住まいの就学援助受給世帯の児童生徒です。ご興味をお持ちの方は、
県子ども未来政策課までお問い合わせください。教室によっては、定員に達している場合もあります。予めご了承くだ
さい。

高校生対象の設置型無料塾（大学等進学促進事業）

【対象者】 ①児童扶養手当受給世帯の高校生
 ②住民税非課税世帯の高校生
 ③児童養護施設等に入所している、
 　または、里親に委託されている高校生
 ④生活保護世帯の高校生
【提出書類】①指定の申込書（県子ども未来政策課ホー
 　ムページ等から取得）
 ②添付資料
 ・住民票謄本
 ・支援対象に該当することを証明する資料
 （児童扶養手当受給者証や課税
  （非課税）証明書等）
 ・学校の成績・出席状況がわかる資料
  （通知表、成績証明書等）

小中学生対象の設置型無料塾

北部地区

中部地区

南部地区

宮古地区

名護教室 琉大セミナー
電話：0980-53-3274

コザ尚学院
電話：098-930-6000

那覇尚学院
電話：098-867-3518

東風平塾
電話：0980-73-4616

設置教室 申込み・問い合わせ先

宮古教室（東風平塾内）

沖縄教室（コザ尚学院内）
宜野湾教室
うるま教室
嘉手納教室

那覇教室（那覇尚学院内）
那覇南部教室
与那原教室
糸満教室（青雲塾内）

北部地区

中部地区

南部地区

国頭村、東村、大宜味村、今帰仁村、本部町、名護市（※）

西原町、南風原町、八重瀬町、与那原町

恩納村、金武町、宜野座村、読谷村、北中城村、中城村、
嘉手納町、北谷町

高校生設置型
無料塾

本島教室 宮古教室

小中学生設置型
無料塾

【無料塾設置町村】

※名護市の教室は、国頭村、東村、大宜味村、今帰仁村、本部町の児童生徒を対象とした広域型の教室となっています。

広　告
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飲酒運転の根絶に向けて
  沖縄県では、飲酒絡みの人身事故の割合が平成2年以降
27年連続で全国ワーストという不名誉な記録があり、現
在まで大きく改善されず依然として厳しい状況が続いて
います。
　本年9月末現在での飲酒絡みの人身事故は、32件発生
し、前年同期と比べて２件減少していますが、その構成率
は全国平均の約1.69倍で全国ワースト３になっているな
ど、極めて憂慮すべき状況になっています。
　また、飲酒運転の検挙件数は、本年９月末現在で、675
件と全国で４番目に多く、さらに人口千人当たりの検挙件
数は、全国平均の約4.2倍
と最も高い数値になってい
るなど、未だ県民の飲酒運
転の根絶に対する意識は、
十分でないと言わざるを得
ない状況が続いています。

　県民一人一人が日頃から飲酒運転の危険性や事故に伴
う代償を、自らの問題として受け止め、大切な家族や友人
などを飲酒運転による悲惨な事故の被害者や加害者にさ
せないよう、適正飲酒を心掛け、家族、同僚、仲間同士で声
かけを行うなど、飲酒運転根絶運動を推進しましょう。

飲酒運転のない安全で
安心な美ら島・沖縄県の
実現に向けて引き続き
ご理解とご協力を
お願いします。

美ら島沖縄 2022.129



県民総ぐるみで飲酒運転根絶！
「飲酒運転をしない　させない　許さない」　

問い合わせ 秘書課　電話：098-866-2080 　FAX：098-860-1453

令和4年度 沖縄県功労者表彰式
　県は、11月３日、令和４年度沖縄県功労者表彰式を開催。式典には、関係者の皆様のご出席のもと、各部門で功績の
あった受賞者の方々に玉城デニー知事から表彰状と功労章を贈呈しました。

　衆議院議員及び沖縄市長を歴任し、女性の政治進
出の先駆けになるとともに、沖縄県副知事として男女
共同参画の実現や福祉・医療等の向上に尽力するな
ど、政治・行政の両分野から地方自治の進展と本県振
興に貢献した。

　沖縄県副知事、政策調整監を歴任し、国際都市形成
構想及び基地返還アクションプログラムの策定に尽力
したほか、沖縄米軍基地問題協議会及び沖縄政策協
議会の設置を実現させるなど、地方自治の進展と本県
振興に貢献した。

［地方自治部門］ 東門 美津子（とうもん みつこ） 79歳

［地方自治部門］ 吉元 政矩（よしもと まさのり） 85歳

　沖縄県教育委員会委員及び委員長として、学校教
育、社会教育、青少年の健全育成、文化・スポーツの振
興、国際化・情報化への対応など県の教育課題に対し
て、医療関係者の知見を活かし、本県教育の振興と発
展に尽力した。

［教育部門］ 宜保 好彦（ぎぼ よしひこ） 87歳

　永年にわたりジャズ音楽演奏家として活躍するとと
もに、国内外での被災者支援チャリティーコンサート
の開催や若手アーティストの指導育成に努めるなど、
県内ジャズ音楽界の発展及び本県の文化振興に貢献
した。

［文化・学術部門］ 重田 照吉（しげた てるきち） 82歳

　永年ピアニストとして国際的に活躍し、沖縄県立芸
術大学での先進的なピアノ教育や人材育成、琉球交響
楽団の運営に尽力したほか、沖縄フランス協会の設立
等の功績により仏国政府勲章を受章されるなど、本県
のクラシック音楽の普及と日仏交流に貢献した。

［文化・学術部門］ 岩崎 セツ子（いわさき せつこ） 78歳

　琉球伝統料理の継承の想いから、自ら琉球料理店を
開業するとともに、永年にわたり国内外における講演・
出版活動、人材育成に尽力するなど、琉球伝統料理の
文化の普及・発展に貢献した。

［文化・学術部門］ 山本 あや子（やまもと あやこ） 87歳

　永年にわたり琉球舞踊家として活躍するとともに、
玉城流二代目家元として、国内外における公演活動、
後継者の育成に尽力したほか、国指定重要無形文化財
「琉球舞踊」保持者に認定されるなど、琉球舞踊の継
承・発展に貢献した。

［伝統芸能・工芸部門］ 玉城 秀子（たまぐすく ひでこ） 80歳

　永年にわたり琉球舞踊家として技芸を磨くととも
に、宮城流豊舞会の家元として、観光・福祉事業との連
携、後継者の育成に尽力したほか、国指定重要無形文
化財「琉球舞踊」保持者に認定されるなど、琉球舞踊
の継承・発展に貢献した。

［伝統芸能・工芸部門］ 宮城 豊子（みやぎ とよこ） 83歳

　川崎沖縄県人会会長として、沖縄県出身者の支援に
尽力したほか、川崎市と連携し、友好都市那覇市との
交流事業や首里城再建募金活動を展開するなど、沖縄
と川崎の交流推進に貢献した。

［交流推進部門］ 比嘉 孝（ひが たかし） 75歳

　永年にわたり保育園の健全運営に尽力し、乳幼児保
育の充実を図るとともに、就労と育児の両立を支援す
る特別保育事業や夜間保育事業を先駆的に実施する
など、本県の保育事業の発展に貢献した。

［社会福祉部門］ 玉城 善徳（たまき ぜんとく） 82歳

　永年にわたり浦添市赤十字奉仕団委員長等とし
て、地域のボランティア活動に尽力したほか、浦添市
民生委員・児童委員等として、地域に密着した相談支
援活動を推進するなど、本県の地域福祉の発展に貢
献した。

　永年にわたりハンセン病回復者の相談支援に尽力
したほか、宮古退所者の会、沖縄ハンセン病回復者の
会を設立し、全国退所者連絡協議会会長を務めるな
ど、偏見・差別の解消やハンセン病回復者の福祉増進
に貢献した。

［社会福祉部門］ 宮里 時子（みやざと ときこ） 74歳

［社会福祉部門］ 知念 正勝（ちねん まさかつ） 88歳

　復帰直後の黎明期から、数多くの公共・民間施設の
設計監理業務に携わり、沖縄県建築士事務所協会会
長、沖縄県建築士会会長等の要職を歴任し後進の育
成に尽力するなど、本県の建築設計業界の発展に貢献
した。

［産業振興部門］ 玉那覇 有紀（たまなは ありのり） 86歳

　沖縄観光コンベンションビューロー会長、那覇空港
ビルディング代表取締役社長等の要職を歴任し、外国
人観光客や修学旅行の誘致促進、観光従事者の資質
向上に取り組むなど、本県の基幹産業である観光の振
興に貢献した。

［観光振興部門］ 平良 哲（たいら てつ） 86歳

　永年にわたりＪＡおきなわグループにおいて、伊江村
でのとうがん等の産地育成に尽力したほか、ファー
マーズマーケットの開設による農産物直売事業や選果
場等の農業施設整備を推進するなど、本県の農業振
興に貢献した。

［農林水産部門］ 謝花 美義（じゃはな みよし） 78歳

　久高島と本島間の定期船を運航する久高海運を設
立し、永年にわたり島民生活に不可欠な海上交通機関
の運営に尽力したほか、久高小中学校PTA会長を務め
るなど、島民生活の安全・安心の確保と久高島の発展
に貢献した。

［地域振興部門］ 内間 新三（うちま しんぞう） 95歳

　永年にわたり、自ら体験した沖縄戦の実相を多くの
人々に伝える語り部の活動に尽力したほか、戦争体験
者の減少・高齢化が進む中、ひめゆり平和祈念資料館
の運営を支えるなど、平和の尊さの発信及び次世代へ
の継承に貢献した。

［平和・人権推進部門］ 翁長 安子（おなが やすこ） 92歳

　旧軍飛行場用地問題の解決に向け、旧那覇飛行場
用地問題解決地主会会長、沖縄県旧軍飛行場用地問
題解決促進協議会会長を務め、県内各地で活動する団
体を結集するなど、行政と協働して同問題の解決に尽
力した。

［社会貢献部門］ 金城 榮一（きんじょう えいいち） 81歳

　永年にわたり県内に埋没する不発弾除去に尽力し
たほか、不発弾処理の加速化に向け、沖縄県磁気探
査協会を設立し、資格制度の制定や磁気探査機器の
精度向上を推進するなど、磁気探査業界の発展に貢
献した。

［社会貢献部門］ 豊田 益市（とよだ ますいち） 73歳

　永年にわたり沖縄刑務所篤志面接委員として受刑
者の相談対応や矯正教育に尽力したほか、赤十字活
動、社会福祉資金造成チャリティー公演の企画実施、
青少年健全育成に携わるなど、本県の地域福祉の向上
に貢献した。

［一般篤行部門］ 西原 篤一（にしはら とくいち） 77歳
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数多くの映画やドラマ作品でロケ地になっている沖縄。
ロケ地となった市町村の魅力を再発見しよう！！

「マハナ」は漢字では「真鼻」と書き、古くから地元では島の西端「筆ん崎」の崖上に位
置する広場一帯を「マハナ」と呼んでいました。先端は海抜約90mあり島随一の絶
景ポイントとして知られ、夕日の名所でもあります。
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まず作られた「粟國の塩」。
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水道事業の始まりである簡易
水道施設跡に隣接。

東ヤマトゥガー

協力：OCVB
沖縄フィルムオフィス「粟國の塩」の生産所。塩田

タワーにつるされた15,000
本もの竹は圧巻。
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お笑いタレント「ガレッジセー
ル」のゴリが本名の照屋年之
名義で監督・脚本した作品。
沖縄の離島・粟国島に残る風
習「洗骨」をテーマに、バラバ
ラだった家族が再生し、家族
の絆や祖先とのつながりが
ユーモアを交えて描かれて
います。

洗骨
（2016年）

今回のロケ地作品

©『洗骨』製作委員会
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県民総ぐるみで飲酒運転根絶！
「飲酒運転をしない　させない　許さない」　

問い合わせ 秘書課　電話：098-866-2080 　FAX：098-860-1453

令和4年度 沖縄県功労者表彰式 沖縄県功労者表彰式令和4年度 沖縄県功労者表彰式 沖縄県功労者表彰式
　県は、11月３日、令和４年度沖縄県功労者表彰式を開催。式典には、関係者の皆様のご出席のもと、各部門で功績の
あった受賞者の方々に玉城デニー知事から表彰状と功労章を贈呈しました。

　衆議院議員及び沖縄市長を歴任し、女性の政治進
出の先駆けになるとともに、沖縄県副知事として男女
共同参画の実現や福祉・医療等の向上に尽力するな
ど、政治・行政の両分野から地方自治の進展と本県振
興に貢献した。

　沖縄県副知事、政策調整監を歴任し、国際都市形成
構想及び基地返還アクションプログラムの策定に尽力
したほか、沖縄米軍基地問題協議会及び沖縄政策協
議会の設置を実現させるなど、地方自治の進展と本県
振興に貢献した。

［地方自治部門］ 東門 美津子（とうもん みつこ） 79歳

［地方自治部門］ 吉元 政矩（よしもと まさのり） 85歳

　沖縄県教育委員会委員及び委員長として、学校教
育、社会教育、青少年の健全育成、文化・スポーツの振
興、国際化・情報化への対応など県の教育課題に対し
て、医療関係者の知見を活かし、本県教育の振興と発
展に尽力した。

［教育部門］ 宜保 好彦（ぎぼ よしひこ） 87歳

　永年にわたりジャズ音楽演奏家として活躍するとと
もに、国内外での被災者支援チャリティーコンサート
の開催や若手アーティストの指導育成に努めるなど、
県内ジャズ音楽界の発展及び本県の文化振興に貢献
した。

［文化・学術部門］ 重田 照吉（しげた てるきち） 82歳

　永年ピアニストとして国際的に活躍し、沖縄県立芸
術大学での先進的なピアノ教育や人材育成、琉球交響
楽団の運営に尽力したほか、沖縄フランス協会の設立
等の功績により仏国政府勲章を受章されるなど、本県
のクラシック音楽の普及と日仏交流に貢献した。

［文化・学術部門］ 岩崎 セツ子（いわさき せつこ） 78歳

　琉球伝統料理の継承の想いから、自ら琉球料理店を
開業するとともに、永年にわたり国内外における講演・
出版活動、人材育成に尽力するなど、琉球伝統料理の
文化の普及・発展に貢献した。

［文化・学術部門］ 山本 あや子（やまもと あやこ） 87歳

　永年にわたり琉球舞踊家として活躍するとともに、
玉城流二代目家元として、国内外における公演活動、
後継者の育成に尽力したほか、国指定重要無形文化財
「琉球舞踊」保持者に認定されるなど、琉球舞踊の継
承・発展に貢献した。

［伝統芸能・工芸部門］ 玉城 秀子（たまぐすく ひでこ） 80歳

　永年にわたり琉球舞踊家として技芸を磨くととも
に、宮城流豊舞会の家元として、観光・福祉事業との連
携、後継者の育成に尽力したほか、国指定重要無形文
化財「琉球舞踊」保持者に認定されるなど、琉球舞踊
の継承・発展に貢献した。

［伝統芸能・工芸部門］ 宮城 豊子（みやぎ とよこ） 83歳

　川崎沖縄県人会会長として、沖縄県出身者の支援に
尽力したほか、川崎市と連携し、友好都市那覇市との
交流事業や首里城再建募金活動を展開するなど、沖縄
と川崎の交流推進に貢献した。

［交流推進部門］ 比嘉 孝（ひが たかし） 75歳

　永年にわたり保育園の健全運営に尽力し、乳幼児保
育の充実を図るとともに、就労と育児の両立を支援す
る特別保育事業や夜間保育事業を先駆的に実施する
など、本県の保育事業の発展に貢献した。

［社会福祉部門］ 玉城 善徳（たまき ぜんとく） 82歳

　永年にわたり浦添市赤十字奉仕団委員長等とし
て、地域のボランティア活動に尽力したほか、浦添市
民生委員・児童委員等として、地域に密着した相談支
援活動を推進するなど、本県の地域福祉の発展に貢
献した。

　永年にわたりハンセン病回復者の相談支援に尽力
したほか、宮古退所者の会、沖縄ハンセン病回復者の
会を設立し、全国退所者連絡協議会会長を務めるな
ど、偏見・差別の解消やハンセン病回復者の福祉増進
に貢献した。

［社会福祉部門］ 宮里 時子（みやざと ときこ） 74歳

［社会福祉部門］ 知念 正勝（ちねん まさかつ） 88歳

　復帰直後の黎明期から、数多くの公共・民間施設の
設計監理業務に携わり、沖縄県建築士事務所協会会
長、沖縄県建築士会会長等の要職を歴任し後進の育
成に尽力するなど、本県の建築設計業界の発展に貢献
した。

［産業振興部門］ 玉那覇 有紀（たまなは ありのり） 86歳

　沖縄観光コンベンションビューロー会長、那覇空港
ビルディング代表取締役社長等の要職を歴任し、外国
人観光客や修学旅行の誘致促進、観光従事者の資質
向上に取り組むなど、本県の基幹産業である観光の振
興に貢献した。

［観光振興部門］ 平良 哲（たいら てつ） 86歳

　永年にわたりＪＡおきなわグループにおいて、伊江村
でのとうがん等の産地育成に尽力したほか、ファー
マーズマーケットの開設による農産物直売事業や選果
場等の農業施設整備を推進するなど、本県の農業振
興に貢献した。

［農林水産部門］ 謝花 美義（じゃはな みよし） 78歳

　久高島と本島間の定期船を運航する久高海運を設
立し、永年にわたり島民生活に不可欠な海上交通機関
の運営に尽力したほか、久高小中学校PTA会長を務め
るなど、島民生活の安全・安心の確保と久高島の発展
に貢献した。

［地域振興部門］ 内間 新三（うちま しんぞう） 95歳

　永年にわたり、自ら体験した沖縄戦の実相を多くの
人々に伝える語り部の活動に尽力したほか、戦争体験
者の減少・高齢化が進む中、ひめゆり平和祈念資料館
の運営を支えるなど、平和の尊さの発信及び次世代へ
の継承に貢献した。

［平和・人権推進部門］ 翁長 安子（おなが やすこ） 92歳

　旧軍飛行場用地問題の解決に向け、旧那覇飛行場
用地問題解決地主会会長、沖縄県旧軍飛行場用地問
題解決促進協議会会長を務め、県内各地で活動する団
体を結集するなど、行政と協働して同問題の解決に尽
力した。

［社会貢献部門］ 金城 榮一（きんじょう えいいち） 81歳

　永年にわたり県内に埋没する不発弾除去に尽力し
たほか、不発弾処理の加速化に向け、沖縄県磁気探
査協会を設立し、資格制度の制定や磁気探査機器の
精度向上を推進するなど、磁気探査業界の発展に貢
献した。

［社会貢献部門］ 豊田 益市（とよだ ますいち） 73歳

　永年にわたり沖縄刑務所篤志面接委員として受刑
者の相談対応や矯正教育に尽力したほか、赤十字活
動、社会福祉資金造成チャリティー公演の企画実施、
青少年健全育成に携わるなど、本県の地域福祉の向上
に貢献した。

［一般篤行部門］ 西原 篤一（にしはら とくいち） 77歳
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県民総ぐるみで飲酒運転根絶！
「飲酒運転をしない　させない　許さない」　
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２
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8‒

8
6
6‒

2
3
3
0

調
理
師
業
務
従
事
者
届

　
令
和
４
年
度
は
調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
届

出
年
で
す
。

●
受
付
期
間
　
１
月
４
日（
水
）〜
15
日（
日
）

●
受
付
場
所
　
勤
務
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

●
問
合
せ
　
衛
生
薬
務
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
0
5
5

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　「
飲
酒
運
転
　
握
る
ハ
ン
ド
ル
　
手
放
す
未

来
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
内
一
斉
に
「
年
末
年
始

の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、交
通
事
故
ゼ
ロ
で
笑
顔
の
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

●
期
間
　
12
月
21
日（
水
）〜
１
月
４
日（
水
）

●
問
合
せ
　
消
費
・
く
ら
し
安
全
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
1
8
7

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
の
支
援

　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

で
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、無
料
で
苦
情
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正

化
委
員
会
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

　
☎
0
9
8‒

8
8
2‒

5
7
0
4

は
た
ら
く
人
の
笑
顔
の
た
め
に

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
個
人
ま
た
は
労

働
組
合
と
会
社
と
の
間
で
起
き
た
労
働
条
件
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、中
立
・
公
平

な
立
場
か
ら
無
料
で
解
決
の
お
手
伝
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。申
請
は
、
労
働
者
個
人
、
労
働
組
合
、

会
社
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
労
働
委
員
会
H
P
ま
た
は
、

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
5
5
1

生
活
保
護
制
度

　
生
活
保
護
は
、最
低
生
活
の
保
障
と
自
立
の
助

長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、困
窮
の
程
度
に

応
じ
、必
要
な
保
護
を
行
う
制
度
で
す
。ま
た
、生

活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。生
活
保
護

を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に
で
も
あ
る

も
の
で
す
の
で
、た
め
ら
わ
ず
に
お
住
ま
い
の
地

域
の
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

●
問
合
せ
　
お
住
ま
い
の
地
域
の
福
祉
事
務
所

戦
没
者
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

沖
縄
ほ
か
12
地
域
で
収
容
さ
れ
た
戦
没
者
遺

骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

●
問
合
せ
　

・
県
内
に
お
住
ま
い
の
申
請
者

　
県
保
護
・
援
護
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
4
2
8

・
県
外
に
お
住
ま
い
の
申
請
者

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
事
業
課

　
☎
0
3‒

3
5
9
5‒

2
2
1
9

2022年12月

美ら島沖縄

イ
ベ
ン
ト

試

験

1
日

1
月

月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2022年12月
情報ひろば

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

情
報
ひ
ろ
ば
に
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
が

中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。最
新

の
情
報
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募

集

お
知
ら
せ

日

12
月

月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

●
問
合
せ
　
統
計
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
0
5
0

経
営
課
題
解
決
に
必
要
な
人
材
確
保
を

支
援
し
ま
す

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
個
別
相
談
に
よ
り
、企
業
の

即
戦
力
と
な
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行

い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　
人
材
戦
略
拠
点（
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
内
）

　
☎
0
9
8‒

8
5
9‒

6
2
3
7

令
和
５
・
６
年
度
建
設
工
事
等
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
受
付

●
受
付
期
間
　
※
12
月
１
日（
木
）〜

　
※
県
内
・
県
外
、業
種
に
よ
っ
て
期
間
が
異
な

り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
技
術
・
建
設
業
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
3
7
4

特
別
弔
慰
金
の
請
求

　
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。対
象
と
な
る
ご
遺
族

の
方
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
お
住
ま
い
の
市
町
村

　
援
護
業
務
担
当
課

　
ま
た
は
県
保
護
・
援
護
課

　
☎
０
９
８‒

８
６
６‒

２
１
７
５

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇
用

の
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

基
幹
統
計
調
査
で
す
。12
月
上
旬
以
降
、
県
か
ら

指
定
書
等
を
調
査
対
象
事
業
所
へ
送
付
し
た
後
、

県
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
、お
伺
い
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ホームページ

ホームページ

ホームページホームページ

ホームページ相談窓口一覧

ホームページ

厚生労働省ＨＰ 県ＨＰ

ホームページホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ相談窓口一覧 ホームページ

　県及び各市町村では、新型コロナワク
チンの接種を実施しています。重症化予
防等の観点から、早期のワクチン接種の
ご検討をお願いします。

新型コロナ
ワクチン 

県が設置している会場で接種する方

（受付時間10:00～17:00）
☎098-943-2993
●問合せ/電話予約コールセンター

●使用ワクチン
モデルナ（オミクロン株対応）：３回目から５回目
ノババックス：１回目から５回目

WEB予約WEB予約

各市町村の
問合せ先一覧
各市町村の
問合せ先一覧

お住まいの市町村
で接種する方

●問合せ／
お住まいの市町村に
確認してください。

本制度では、沖縄県感染防止対策基準を全て満
たした店舗に認証ステッカーを交付しています。
県民の皆さまには、「感染防止対策認定店」を積
極的にご利用いただくようお願いします。

沖縄県感染防止対策認証制度事務局

☎050-5526-3041

沖縄県感染防止対策認証制度

「安全・安心」ウサガミソーレー
安全・安心の店舗をつくろう・まもろう・ひろめよう ※召し上がりください

認証取得店や認証基準については
県ホームページをご覧ください!

ステッカーが目印

問合せ

農地の有効活用 ～農地は地域の貴重な資源です～
　（公財）沖縄県農業振興公社が農
地中間管理機構「農地バンク」とし
て農地の貸し借りの仲介役となり、
契約期間中の賃料の徴収や支払い
を行います。
　契約満了時に農地は確実に返還
されます。

（公財）沖縄県農業振興公社
相続未登録農地や遊休農地もまずはご相談ください。問合せ

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

　「令和４年度分の住民税均等割が非課税
である世帯」や「令和４年１月以降の収入が
減少し、世帯全員が『住民税非課税相当』の
収入となった世帯（家計急変世帯）」に対し
て、緊急支援給付金（１世帯あたり５万円）が
支給されます。受給には、お住まいの市町村
での手続が必要です。

お住まいの市町村の窓口
問合せ

確認書及び申請書の提出期限は原則

まで令和５年1月31日
提出期限はお住まいの市町村によって異なります。

生活困窮者
住居確保給付金

　新型コロナウイルス感染症や物価
高騰の影響を踏まえた特例として、
生活困窮者住居確保給付金の支給
が終了した方への３か月間の再支給
が可能となっています。

お住まいの市町村を管轄する
自立相談支援機関

本特例の申請期限は、

延長される予定です。
令和5年3月31日まで
問合せ

新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援金

　総合支援資金の再貸付を借り終わった世
帯、緊急小口資金及び総合支援資金の初回貸
付を借り終わった世帯等に対して、一定の条件
を満たす場合に支援金が支給されます。また、
本支援金の受給期間が終了した世帯に対して、
一度に限り、再支給が可能となっています。

お住まいの市町村を
管轄する福祉事務所等

再支給を含めた申請期限は、

延長されています。
令和４年12月31日まで
問合せ

☎098-882-6801

農地の
受け手

農地バンクによる賃借の仕組み

農地の
出し手

沖縄県農地バンク
（沖縄県農業新興公社）借受け

賃借料

貸付け

賃借料
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県民総ぐるみで飲酒運転根絶！
「飲酒運転をしない　させない　許さない」　

令
和
５
年
度
調
理
師
試
験

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
調
理
師
試
験
が
４
月
実
施

に
変
わ
り
ま
す
。

●
試
験
日
　
４
月
27
日（
木
）

●
願
書
受
付
期
間
　
２
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）

●
問
合
せ
　
受
験
者
の
住
所
地
を

　
　
　
　
　
管
轄
す
る
保
健
所

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」会
員
募
集

S
D
G
ｓ
に
関
す
る「
情
報
共
有
」や「
交
流
・

連
携
」を
図
る
場
と
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
県
内
在
住
の
個
人
、企
業
、団
体
等

●
申
請
方
法

Ｈ
Ｐ「
新
規
会
員
登
録
」
フ
ォ
ー

ム
よ
り
申
請

●
問
合
せ

お
き
な
わ
S
D
G
s
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
務
局

　
☎
0
9
8‒

9
1
1‒

5
3
2
9

女
性
求
職
者
の
研
修
受
講
生
募
集

　
就
職
に
繋
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
、座
学
研
修
、職
場
訓

練
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
就
職

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
県
内
在
住
の
女
性
求
職
者

　
　
　
　（
ひ
と
り
親
の
方
を
含
む
）

●
募
集
期
間
　
〜
２
月
末
日

　
　
　
　
　
　（
定
員
に
達
し
次
第
終
了
）

●
備
考
　
託
児
サ
ー
ビ
ス
無
料

●
問
合
せ
（
株
）琉
球
新
報
開
発

　
　
　
　
　（
委
託
事
業
者
）

　
☎
0
9
8‒

8
６
５‒

５
２
７
０

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

従
業
員
の
奨
学
金
返
還
支
援
に
取
り
組
む
県

内
中
小
企
業
に
対
し
て
、正
社
員
１
人
に
つ
き
年

間
最
大
９
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
〜
２
月
28
日（
火
）

●
問
合
せ
　
産
業
政
策
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
3
3
0

調
理
師
業
務
従
事
者
届

　
令
和
４
年
度
は
調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
届

出
年
で
す
。

●
受
付
期
間
　
１
月
４
日（
水
）〜
15
日（
日
）

●
受
付
場
所
　
勤
務
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

●
問
合
せ
　
衛
生
薬
務
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
0
5
5

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　「
飲
酒
運
転
　
握
る
ハ
ン
ド
ル
　
手
放
す
未

来
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
内
一
斉
に
「
年
末
年
始

の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、交
通
事
故
ゼ
ロ
で
笑
顔
の
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

●
期
間
　
12
月
21
日（
水
）〜
１
月
４
日（
水
）

●
問
合
せ
　
消
費
・
く
ら
し
安
全
課

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
1
8
7

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
の
支
援

　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

で
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、無
料
で
苦
情
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正

化
委
員
会
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

　
☎
0
9
8‒

8
8
2‒

5
7
0
4

は
た
ら
く
人
の
笑
顔
の
た
め
に

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
個
人
ま
た
は
労

働
組
合
と
会
社
と
の
間
で
起
き
た
労
働
条
件
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、中
立
・
公
平

な
立
場
か
ら
無
料
で
解
決
の
お
手
伝
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。申
請
は
、
労
働
者
個
人
、
労
働
組
合
、

会
社
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
労
働
委
員
会
H
P
ま
た
は
、

　
☎
0
9
8‒

8
6
6‒

2
5
5
1

生
活
保
護
制
度

　
生
活
保
護
は
、最
低
生
活
の
保
障
と
自
立
の
助

長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、困
窮
の
程
度
に

応
じ
、必
要
な
保
護
を
行
う
制
度
で
す
。ま
た
、生

活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。生
活
保
護

を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に
で
も
あ
る

も
の
で
す
の
で
、た
め
ら
わ
ず
に
お
住
ま
い
の
地

域
の
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

●
問
合
せ
　
お
住
ま
い
の
地
域
の
福
祉
事
務
所

戦
没
者
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

沖
縄
ほ
か
12
地
域
で
収
容
さ
れ
た
戦
没
者
遺

骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
申
請
を
受
け
付
け
て
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ま
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・
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内
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情報ひろば

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

情
報
ひ
ろ
ば
に
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
が

中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。最
新

の
情
報
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募

集

お
知
ら
せ

日
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月
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材
確
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を

支
援
し
ま
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専
門
ス
タ
ッ
フ
の
個
別
相
談
に
よ
り
、企
業
の

即
戦
力
と
な
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行

い
ま
す
。
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せ
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令
和
５
・
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年
度
建
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等
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加
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審
査
申
請
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付

●
受
付
期
間
　
※
12
月
１
日（
木
）〜

　
※
県
内
・
県
外
、業
種
に
よ
っ
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間
が
異
な

り
ま
す
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技
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特
別
弔
慰
金
の
請
求

　
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。対
象
と
な
る
ご
遺
族

の
方
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
お
住
ま
い
の
市
町
村

　
援
護
業
務
担
当
課

　
ま
た
は
県
保
護
・
援
護
課

　
☎
０
９
８‒

８
６
６‒

２
１
７
５

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇
用

の
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

基
幹
統
計
調
査
で
す
。12
月
上
旬
以
降
、
県
か
ら

指
定
書
等
を
調
査
対
象
事
業
所
へ
送
付
し
た
後
、

県
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
、お
伺
い
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　県及び各市町村では、新型コロナワク
チンの接種を実施しています。重症化予
防等の観点から、早期のワクチン接種の
ご検討をお願いします。

新型コロナ
ワクチン 

県が設置している会場で接種する方

（受付時間10:00～17:00）
☎098-943-2993
●問合せ/電話予約コールセンター

●使用ワクチン
モデルナ（オミクロン株対応）：３回目から５回目
ノババックス：１回目から５回目

WEB予約WEB予約

各市町村の
問合せ先一覧
各市町村の
問合せ先一覧

お住まいの市町村
で接種する方

●問合せ／
お住まいの市町村に
確認してください。

本制度では、沖縄県感染防止対策基準を全て満
たした店舗に認証ステッカーを交付しています。
県民の皆さまには、「感染防止対策認定店」を積
極的にご利用いただくようお願いします。

沖縄県感染防止対策認証制度事務局

☎050-5526-3041

沖縄県感染防止対策認証制度

「安全・安心」ウサガミソーレー
安全・安心の店舗をつくろう・まもろう・ひろめよう ※召し上がりください

認証取得店や認証基準については
県ホームページをご覧ください!

ステッカーが目印

問合せ

農地の有効活用 ～農地は地域の貴重な資源です～
　（公財）沖縄県農業振興公社が農
地中間管理機構「農地バンク」とし
て農地の貸し借りの仲介役となり、
契約期間中の賃料の徴収や支払い
を行います。
　契約満了時に農地は確実に返還
されます。

（公財）沖縄県農業振興公社
相続未登録農地や遊休農地もまずはご相談ください。問合せ

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

　「令和４年度分の住民税均等割が非課税
である世帯」や「令和４年１月以降の収入が
減少し、世帯全員が『住民税非課税相当』の
収入となった世帯（家計急変世帯）」に対し
て、緊急支援給付金（１世帯あたり５万円）が
支給されます。受給には、お住まいの市町村
での手続が必要です。

お住まいの市町村の窓口
問合せ

確認書及び申請書の提出期限は原則

まで令和５年1月31日
提出期限はお住まいの市町村によって異なります。

生活困窮者
住居確保給付金

　新型コロナウイルス感染症や物価
高騰の影響を踏まえた特例として、
生活困窮者住居確保給付金の支給
が終了した方への３か月間の再支給
が可能となっています。

お住まいの市町村を管轄する
自立相談支援機関

本特例の申請期限は、

延長される予定です。
令和5年3月31日まで
問合せ

新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援金

　総合支援資金の再貸付を借り終わった世
帯、緊急小口資金及び総合支援資金の初回貸
付を借り終わった世帯等に対して、一定の条件
を満たす場合に支援金が支給されます。また、
本支援金の受給期間が終了した世帯に対して、
一度に限り、再支給が可能となっています。

お住まいの市町村を
管轄する福祉事務所等

再支給を含めた申請期限は、

延長されています。
令和４年12月31日まで
問合せ

☎098-882-6801

農地の
受け手

農地バンクによる賃借の仕組み

農地の
出し手

沖縄県農地バンク
（沖縄県農業新興公社）借受け

賃借料

貸付け

賃借料
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県民総ぐるみで飲酒運転根絶！
「飲酒運転をしない　させない　許さない」　

県立学校教育課　電話：098-866-2715　FAX：098-866-2718問い合わせ 

高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える高校生が考える
「いじめ防止と命の大切さ」「いじめ防止と命の大切さ」

子どもたちを地域の大人が見守り、「あなたがあなたでいるかぎり、あなたは愛される存在だ」と
すべての子どもたちが実感できるよう、皆様の力をお貸しください。

「いじめ防止や命の大切さ」
に関する様々な取組をイン
スタグラムで随時報告して
います。

過去のハンドブックは
こちらから

　県教育委員会では高校生の問題行動等の防止推進を
目的として、毎年異なるテーマで高校生が主体となり活
動できるよう支援を行っています。
　令和４年度は「いじめをしない・させない・見逃さない
～いじめ防止と命の大切さについて考える～」をテーマ
に、高校生が、フォーラム開催やハンドブックと教材用
DVDの作成等を行っています。

　令和4年10月19日、県では「高校生が
考えるいじめ防止と命の大切さフォーラ
ム」を開催し、高校生や一般の方など約
350名が参加しました。
　開催にあたり、半嶺満県教育長からは
「児童生徒が健全に育つ社会環境を作る
ため、県民総ぐるみで取り組む」よう協力
のお願いがありました。
　第1部では、元高校教諭で教育再生会
議委員の宮本延春（まさはる）氏による基
調講演が行われ、高校生へ「あなたがあ
なたでいるかぎり、あなたは愛される存
在だ」とのメッセージがありました。
　続く第2部では、高校生代表者と有識
者によるパネルディスカッションが行わ

れました。県高等学校PTA連合会の下地
イツ子会長より「我が子が幸せに笑顔で
いてくれることが親として一番の想い」、
高校生からは「悩んでいる人がいれば、声
をかけ続けること、そばにいることが大
切」など、活発な意見が交わされました。

高校生が考える「いじめ防止と命の大切さ」フォーラム

県民の皆様へ

インスタグラムID
chura_manner2022

10月は里親月間です。
不妊治療を以前していて、諦めた際に主人と
里親の話が上がっていたことがあったため。当
時覚悟がなく、相談にも行けなかったことも
思い出しました。今回、いろいろな形での関わ
りがあることを知れてよかったです。（沖縄市）
沖縄復帰50年を振り返る　沖縄あんやたん 
かんやたん
復帰の年に高校を卒業し、本土就職に行った

私。50年もあっという間で「あんやたん、かん
やたん」と懐かしくなりました。（名護市）
つながり、みんなで育もう！子どもたちの夢
や希望を育む社会へ
未来ランチサポートの働きが素晴らしいと思
いました。もっとフードロスに取り組んだイベ
ントが増えてほしい。（うるま市）
県の動き１：いよいよ首里城復元工事がはじま
ります！

首里に生まれ育ったので、首里城の復元工事
が始まるのがとてもうれしいです。木曳式楽
しみにしています。（那覇市）
あの作品のロケ地へGO！美ら島ロケ地めぐ
り
沖縄をテーマにした映画やドラマが大好きな
ので知れて良かったです。名護市は観光で宿
泊する時、とても便利なので次回はこちらに
泊まりたいです。（福岡県）

●琉  球 放  送（RBC）土 12:58～13:03
●沖縄テレビ（OTV）日 ８:25～８:30
12月 3日・4日／大人にも知って欲しい
　　　　　　　 『次世代の健康づくり副読本』
12月 10日・11日／未来を担う子ども達へ食支援
12月 17日・18日／地域の健康づくり拠点推進事業
　　　　　　　　  (まちの保健室)

現在、106テーマの講座を提
供中！県の職員が講師として
出向きます。詳しくはホーム
ページをご覧ください。

ラジオ
県民室

自治体広報紙配信スマートフォン用アプリ『マチイロ』
に「美ら島沖縄」を掲載しています。「マチイロ」サイト
（外部サイトリンク）から専用アプリをダウンロードしてご覧ください。

県政出前講座
実施中!

県政出前講座

応募締切 2022年12月31日（土）必着 美ら島沖縄・うまんちゅひろばのアンケ一トにお答えいただいた方から
抽選で、毎月10名様に県産品をプレゼント！

※「12月号プレゼント係」 と明記ください。
　抽選の上、プレゼントを差し上げます。
■プレゼントの発送をもって発表と代えさせていただきます。

粟国村観光協会
粟国島お土産セット

今号をどこで手に入れましたか。 または何でご覧になりましたか?
今号の「美ら島沖縄」で面白かったペ一ジは何ですか? またその理由は?
今号の「美ら島沖縄」で役立ったペ一ジは?
「美ら島沖縄」で取り上げてほしい内容は何ですか?
「美ら島沖縄」に関する率直なご意見、ご感想があればお聞かせください。

Q1
Q2
Q3
Q4
Q5

一度食べたらクセになる「もちきびかりんとう」にお土産の定番「粟國の塩」、
手作りの「島にんにく油味噌」をセットにした粟国の魅力溢れるセット。
商品に関する
問い合わせ

提供／粟国村観光協会
TEL.098-896-5151

応募方法 ①上記アンケートへの回答　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢
⑥電話番号を必ずお書きのうえ、下記の宛先までご応募ください。

宛　先 ハガキ／〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2 広報課あて
FＡＸ／098-866-2467　電子メール：kouhou@pref.okinawa.lg.jp

10
名様

「うまんちゅひろば」はYouTubeでもご
覧いただけます。

広報課から12月のお知らせ

広　告
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現在、106テーマの講座を提
供中！県の職員が講師として
出向きます。詳しくはホーム
ページをご覧ください。

ラジオ
県民室

自治体広報紙配信スマートフォン用アプリ『マチイロ』
に「美ら島沖縄」を掲載しています。「マチイロ」サイト
（外部サイトリンク）から専用アプリをダウンロードしてご覧ください。

県政出前講座
実施中!

県政出前講座

応募締切 2022年12月31日（土）必着 美ら島沖縄・うまんちゅひろばのアンケ一トにお答えいただいた方から
抽選で、毎月10名様に県産品をプレゼント！

※「12月号プレゼント係」 と明記ください。
　抽選の上、プレゼントを差し上げます。
■プレゼントの発送をもって発表と代えさせていただきます。

粟国村観光協会
粟国島お土産セット

今号をどこで手に入れましたか。 または何でご覧になりましたか?
今号の「美ら島沖縄」で面白かったペ一ジは何ですか? またその理由は?
今号の「美ら島沖縄」で役立ったペ一ジは?
「美ら島沖縄」で取り上げてほしい内容は何ですか?
「美ら島沖縄」に関する率直なご意見、ご感想があればお聞かせください。

Q1
Q2
Q3
Q4
Q5

一度食べたらクセになる「もちきびかりんとう」にお土産の定番「粟國の塩」、
手作りの「島にんにく油味噌」をセットにした粟国の魅力溢れるセット。
商品に関する
問い合わせ

提供／粟国村観光協会
TEL.098-896-5151

応募方法 ①上記アンケートへの回答　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢
⑥電話番号を必ずお書きのうえ、下記の宛先までご応募ください。

宛　先 ハガキ／〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2 広報課あて
FＡＸ／098-866-2467　電子メール：kouhou@pref.okinawa.lg.jp

10
名様

2022年12月31日（土）

「うまんちゅひろば」はYouTubeでもご
覧いただけます。

広報課から12月のお知らせ

広　告

美ら島沖縄 2022.1215




